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第
二
十
一
章

補
則

（
退
院
者
等
か
ら
の
相
談
）

第
百
四
十
六
条

少
年
院
の
長
は
、
退
院
し
、
若
し
く
は
仮
退
院
し
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者

か
ら
、
退
院
し
、
又
は
仮
退
院
し
た
者
の
交
友
関
係
、
進
路
選
択
そ
の
他
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
各
般
の

問
題
に
つ
い
て
相
談
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
少
年
院
の
職
員
に
そ
の
相
談
に
応

じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
章

罰
則

第
百
四
十
七
条

院
外
委
嘱
指
導
を
受
け
、
又
は
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
外
出
若
し
く
は
外
泊
を
し
た
受

刑
在
院
者
が
、
そ
の
院
外
委
嘱
指
導
の
日
又
は
そ
の
外
出
の
日
若
し
く
は
外
泊
の
期
間
の
末
日
を
過
ぎ
て
少
年
院
に

帰
着
し
な
い
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

２

第
九
十
条
第
二
項
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
解
放
さ
れ
た
者

（
刑
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）が
、
第
九
十
条
第
三
項
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
違
反
し
て
少
年
院
又
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
頭
し
な
い
と
き
も
、

前
項
と
同
様
と
す
る
。

（
連
戻
し
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
少
年
院
法
第
十
四
条
第
三
項
の
請
求
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
そ
の

処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
八
十
九
条
第
三
項
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
請
求
と
み
な
す
。

２

施
行
日
前
に
旧
少
年
院
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
連
戻
状
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
際
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
八
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
連
戻
状
と
み

な
す
。

（
発
受
を
禁
止
し
た
信
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

旧
少
年
院
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
法
務
省
令
の
規
定
に
よ
り
発
受
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
在
院

者
等
に
係
る
信
書
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
少
年
院
の
長
が
保
管
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第

百
四
条
第
一
項
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
保
管
し
て
い
る
信
書

と
み
な
す
。

（
懲
戒
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条

第
百
十
三
条
、
第
百
十
四
条
、
第
百
十
五
条
（
第
一
項
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
停
止
に
係
る
部
分

に
限
る
。）及
び
第
二
項
を
除
く
。）及
び
第
百
十
七
条
か
ら
第
百
十
九
条
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
三
十
三
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
在
院
者
等
が
し
た
旧
少
年
院
法
第
八
条
の
規
定

に
よ
り
懲
戒
を
行
う
べ
き
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
懲
戒
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

２

施
行
日
前
に
在
院
者
等
に
対
し
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
そ
の
実
施
が
終
わ
っ
て
い
な
い

旧
少
年
院
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
懲
戒
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
四
条
第
二
号
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
掲
げ
る
懲
戒
と
み
な
し
て
、
施
行
日
以
後
も
行
う
も

の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
十
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
懲
戒
を
行
う
場
合
に
は
、
第
百
十
五
条
第
一
項
各
号
（
第
百

三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
行
為
の
停
止
及
び
第
百
十
五
条
第
二
項
（
第
百
三

十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
運
動
の
制
限
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
救
済
の
申
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条

第
百
二
十
一
条
第
一
項
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
施
行

日
前
に
出
院
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

第
百
二
十
六
条
第
一
項
（
同
項
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
第
百
二
十
条
（
第
百
三
十
三
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
申
出
の
内
容
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
懲
戒

に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
移
送
の
認
可
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条

施
行
日
前
に
少
年
院
の
長
が
旧
少
年
院
法
第
十
条
第
一
項
の
矯
正
管
区
の
長
の
認
可
を
得
た
場
合
で
あ
っ

て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
そ
の
認
可
に
係
る
移
送
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
第
百

三
十
四
条
第
一
項
の
矯
正
管
区
の
長
の
認
可
と
み
な
す
。

（
仮
退
院
又
は
退
院
の
申
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条

施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
少
年
院
法
第
十
二
条
第
二
項
の
申
出
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
そ

の
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
五
条
の
申
出
と
み
な
す
。

２

施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
少
年
院
法
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
そ
の
処
理

が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
六
条
第
一
項
の
申
出
と
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
及
び
第
百
二
十
九
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
入
院
時
の
告
知
に
関
す
る
特
例
）

第
二
条

第
二
十
条
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の

際
現
に
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下
「
在
院
者
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
そ
の
少
年
院
へ
の
入
院
に
際
し
」と
あ
る
の
は
、「
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
」

と
す
る
。

（
入
院
の
通
知
に
関
す
る
特
例
）

第
三
条

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
在
院
者
で
あ
っ
て
、
そ

の
保
護
者
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
に
対
し
入
院
の
通
知
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
在
院
者
が
そ
の
少
年
院
に
入
院
し
た
と
き
は
、」と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
の
施
行
後
」

と
、「
そ
の
旨
」
と
あ
る
の
は
「
在
院
者
が
そ
の
少
年
院
に
入
院
し
た
旨
」
と
す
る
。

（
教
科
の
修
了
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

少
年
院
法
及
び
少
年
鑑
別
所
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
六
十
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
少
年
院
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
九
号
。
以
下
「
旧
少
年

院
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
教
科
を
授
け
ら
れ
た
在
院
者
で
あ
っ
て
、
こ

の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
当
該
教
科
を
修
了
し
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
、
教
科
指
導
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該

教
科
を
授
け
た
矯
正
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
科
指
導
と
み
な
し
て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
矯
正
教
育
課
程
の
指
定
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
在
院
者
に
つ
い

て
も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中「
在
院
者
が
そ
の
少
年
院
に
入
院
し
た
と
き
は
、」と
あ
る
の
は
、

「
在
院
者
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
」
と
す
る
。

（
矯
正
教
育
の
援
助
の
委
嘱
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
矯
正
教
育
の
援
助
を
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
旧
少
年
院
法
第
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
少
年
院
の
長
が
し
た
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
の
長
が
し
た
委
嘱

と
み
な
す
。

（
手
当
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
在
院
者
が
旧
少
年
院

法
第
四
条
第
一
項
の
矯
正
教
育
を
受
け
た
こ
と
に
起
因
し
て
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
施

行
日
以
後
に
手
当
金
の
支
給
事
由
が
生
じ
た
と
き
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

（
金
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
少
年
院
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
領
置
さ
れ
て
い
る
在
院
者
等
の
金
品
に
つ

い
て
は
、
第
六
十
四
条
第
二
号
（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
金
品
と
み

な
し
て
、
第
六
十
九
条
第
一
項（
第
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
を
適
用
す
る
。
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